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はじめに
　近年、がん化学療法は新規抗がん剤の開発や支持
療法の進歩などめざましく変化している。さらに、
在院日数の短縮や外来化学療法に診療報酬が認めら
れるようになったことなどにより、入院治療から外
来治療へと移行してきている。患者は外来で治療を
受け自宅で過ごすことができるようになり、社会生
活を継続することができるようになった。
　しかし、抗がん剤治療は様々な副作用の出現によ
り患者に苦痛をあたえる。そこで、看護師には患者
のQOLを維持するための、抗がん剤による副作用の
適切な症状マネジメント能力とセルフケア支援を行
なうことが求められる。
　がん化学療法看護分野で質の高い看護を提供する
には専門的な知識と技術が必要である。今回、「がん
化学療法看護」認定看護師教育課程を修了したので
研修内容を報告する。
1認定看護師の目的
　認定看護師は特定の看護分野において、熟練した
看護技術と知識を用いて、水準の高い看護実践がで
き、看護現場における看護ケアの広がりと質の向上
を図る。
皿認定看護師の役割
　認定看護師は特定の看護分野において
実践：個人、家族及び集団に対して、熟練した看護
技術を用いて水準の高い看護を実践する。
指導：看護実践を通して看護職に対し指導を行なう。
相談：看護職に対しコンサルテーションを行なう。
皿研修機関
　日本赤十字看護大学　看護実践・教育・研究フロ
ンティアセンター認定看護師教育課程「がん化学療
法看護コース」
W研修期間
　平成18年6月1日～平成18年11月30日
V研修カリキュラムの概要
　1．教育理念
　　　日本赤十字看護大学看護実践・教育・研究フ
　　ロンティアセンターでは、「人道・博愛の精神を
　　もとに、人々の苦痛と戦い、人命の尊厳を守る」
　という赤十字の理念を礎に、特定の看護分野に
　おいて熟練した看護技術を備えた質の高い看護
　実践能力を養い、人選一人ひとりの独自性や個
　性を尊び、刻々と変わりうる国内外の社会に対
　扮しうる優秀な認定看護師の育成目指す。
2．「がん化学療法看護」教育課程の目標
　1）がん化学療法を受ける患者・家族に対して
　　個別的、全人的かつ専門性の高い看護を実践
　　する能力を育成する。
　2）がん化学療法看護の専門的知識と実践能力
　　を基盤として、看護スタッフの指導・相談を
　　行なうことのできる能力を育成する。
3）がん化学療法看護における臨床実践を自律
　　的に向上する力を育成する。
3．学科目および時間
　表1参照
4．研修の日程
　　6月1日入学式
　　6月2日授業開始：各科目の授業や実習が終
　了すると科目修得試験が行なわれる。
　　11月10日修了試験：研修生の知識や能力が
　認定看護師資格試験の受講資格があるかどうか、
　今後認定看護師としていくのに相応しいかどう
　かをみるために行なわれる。
　　11月24日修了式
　　11月30日課程修了
　　3月7日フォローアップ研修会：認定看護師
　認定審査に向けて模擬試験などを行なう。
VI研修での学び
　6ヶ月にわたり、共通科目や専門科目の授業でが
ん化学療法看護認定看護師として必要な知識と技術
を学んだ。その中で約5週間にわたり神奈川県立が
んセンターで実習を行なった。実際に患者や家族と
向き合うことで、講義や演習で学んだ専門的な知識
と技術を用いた、がん化学療法を受ける患者や家族
への看護が展開できた。この実習はがん化学療法看
護認定看護師としての実践能力を養うことにおおい
に意義があったと実感している。実習中に4事例を
受け持ち看護の展開を行なったので、その中の1事
例について述べる。
　「がん化学療法による食欲不振をきたした患者への
看護援助について　一高齢者のQOLを維持するため
の看護介入一」
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　肺癌の化学療法目的で入院した80歳代のA氏を
受け持った。「食欲不振」はA氏の生命維持や基本
的ニーズである食事に影響を与えた。低栄養状態を
まねき、また、食べられないことが治療意欲を低下
させる誘因となった。さらには、家で過ごしたいと
いう希望の障害となりQOLを著しく低下させてしま
う可能性があると考え、症状マネジメントからセル
フケア支援など看護援助を行った。受け持ち期間中
に、看護スタッフにはケースカンファレンスを実施
し患者の食欲不振への指導内容や栄養状態のアセス
メントなどを説明し情報の共有を図った。
　この事例を通して、栄養を摂取する手段として食
事があげられるが、食事はその人らしく生きるため
の社会的心理的欲求も大きい。「おいしい」と感じる
こと、楽しく食べられることは生活を楽しむことや
治療に対する意欲にもつながる。患者は抗がん剤治
療を継続しながら自宅での生活を希望していた。そ
の中で、体力を維持するために食欲のないときにも
無理をして食事を摂ることも行っていた。「食べて栄
養を摂らなければならない」といった焦りや不安か
ら食事がストレスとなってしまう。その気持ちを思
いやった患者への対応が必要であった。食欲不振は
抗がん剤の副作用で一時的であることを説明し、辛
いときや困ったときにはいつでも相談を受けること
を約束したことは安心感をあたえることになったと
考える。退院となり治療に対する意欲の継続と家で
過ごしたいという希望が叶った。この事例から抗が
ん剤の副作用に対するセルフケア支援とともに心理
的な援助の必要性と難しさを学んだ。
皿研修を終えて自己の課題
　今回の研修を通して専門的な看護知識や技術とと
もに、スタッフへの指導方法やコンサルテーション
など認定看護師としての役割について学んだ。この
学びから今後の自己の課題について述べる。
　1．院内の抗がん剤の取り扱いについて実態調査
　　と問題点の把握をする。
　　　安全キャビネットが設備されていない部署で
　　は、医療者が使用するセーフシート・ロック式
　　注射器・フィルター付注射針・ゴーグル・ガウ
　　ンなど全種類が準備されている。しかし、実際
　　に適切な方法がとられているのか、問題を抱え
　　ているのか現状が把握されていない。院内の抗
　　がん剤の取り扱いについて調査することで問題
　　点を抽出し適切な対策を立てて実践することは、
　　がん化学療法看護認定看護師の役割であると考
　　える。
　2．安全な抗がん剤の投与を行なう。
　　　抗がん剤の特性と管理の知識をもとに、薬物
　　の投与、管理、副作用対策を安全かつ適正に責
　　任をもって行なう。
　抗がん剤投与中の副作用はアレルギー反応や血
　管外漏出が重大な問題となる。副作用を早期に
発見し対処できるように、薬剤の特性を踏まえ
　た抗がん剤投与中のモニターリングが必要であ
　る。
3．がん化学療法を受ける患者や家族の身体的・
心理的・社会的状況を包括的に理解し、専門性
の高い看護を実践する。
　1）患者や家族がセルフケア能力や化学療法中
　　に起こる問題へのマネジメント能力を高めら
　　れるように、適切な看護援助を行なう。
　　抗がん剤の副作用に対する症状マネジメン
　　トを行ない、個々の患者に応じたセルフケア
　　支援を行なう。患者や家族にはどの位の対応
　　できる能力があるのかを確認しサポートにあ
　　たる。
　　特に外来化学療法の場合は自宅で副作用が出
　　現するため、在宅での自己管理が重要となる。
　　抗がん剤治療は長期にわたるため、感染防止
　　や嘔吐など患者自身が副作用に対処できるよ
　　うに長期的なフォローアップが必要である。
2）患者の不安を受けとめた心理的サポートを
　　行なう。
　　患者や家族は副作用や日常生活、今後の治
　　療など様々な不安を抱えている。少しでも不
　　安が軽減され、闘病意欲を持って抗がん剤治
　　療が継続できるように支援する。
4．所属を越えて看護スタッフヘリソースとして
の役割を果たす。
　　所属を越えてコンサルテーションを受ける。
　がん化学療法看護分野に関する内容を気軽に相
　談できる存在であることが必要である。また、
　院内の看護スタッフが必要とするがん化学療法
　に関する勉強会などを企画し実施したい。
　がん化学療法認定看護師のリソースとしての活
　動は院内のがん化学療法看護の質の向上につな
　がると考える。
おわりに
　がん化学療法看護認定看護師として患者が自分ら
しく生きられるように支援しながら、院内のがん化
学療法看護の質の向上に貢献できるような活動をし
ていきたい。
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表1　学科目および時間
学科　目 時　　間
共通科目 Lリーダーシップ 15
2．文献検索・文献講読 15
3．情報処理 15
4看護倫理 15
5教育・指導 15
6．コンサルテーション 15
選択共通科目 1．対人関係 15
2看護管理 15
その他選択科目 1．赤十字概論 15
専門基礎科目 1．がん看護学総論 15
2症状マネジメント論 15
3腫瘍学概論 15
4．がん化学療法概論 30
5臨床薬理学概論 15
6．臨床試験と治験コーディネーター 15
7．がんの医療学 15
専門科目 1。がん化学療法薬の安全な取り扱いと経静脈投与の方法 30
2，主要ながん化学療法薬とレジメン 30
3．がん化学療法に伴う患者・家族の意思決定を支える看護援助 15
4．がん化学療法患者へのセルフケア支援 15
5。がん化学療法患者・家族の心理・社会的アセスメントと看護援助 15
6．がん化学療法に伴う症状マネジメントと症状緩和技術 30
7．外来／在宅がん化学療法と看護援助 15
演習 総合演習 30
実習 実習1 90
実習II 135
男時間数 615時間＋（45時間）
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